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鉄橋の問題を解く（その２）

2022.9.1(木)

鉄橋の問題－連立方程式で解く

その前に，鉄橋の問題の考え方の基本＝点の移動を追う技術，について説明します。

鉄橋の問題－算数の問題で考え方を学ぶ（第Ⅰタイプ）

２４０ｍの長さの列車が，時速９０㎞で２０１０ｍの鉄橋を渡りはじめてから渡り終る

まで何秒かかりますか。

【考え方】

列車· 鉄 橋 列車·

２０１０ｍ ２４０ｍ

（２０１０＋２４０）ｍ

動く問題では，面に注目すると全体の状況を把握できなくなります。

動く問題では，必ず１点に注目して，考えを進めます。

この問題では，列車の一番前の点（上の図の赤●）に注目します。

時間を求める問題ですから，速さと距離がわかれば答を出せます。

［答 案］

・速さは問題で与えられていて，９０㎞／時です。

単位をｍにそろえます。９０㎞／時＝９０×１０００ｍ／時

＝９００００ｍ／時 …①

・さて，列車が動く距離ですが，

⇒ここが鉄橋の問題を解くときの鍵になる部分です。

列車が鉄橋を渡りきるためには，

赤い点は「鉄橋の長さ＋列車の長さ」を動かなければなりません。

つまり，距離は（２０１０＋２４０）ｍということになります。…②

・①と②より，列車が鉄橋を渡りきる時間は，次の式で求めることができます。

（２０１０＋２４０）ｍ÷９００００ｍ／時＝０.０２５時

時の単位を秒になおします。

０.０２５時＝０.０２５×３６００秒＝９０秒

答 ９０秒
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☆

これは，列車が鉄橋を渡り始めてから渡り終わるまでの問題ですが，

次の２種類の問題では，さらに条件が複雑で，上の問題が解けたからといってさらっと解けると

は限りません。

鉄橋の問題－算数の問題で考え方を学ぶ（第Ⅱタイプ）
。

(2) 列車が鉄橋の上にいるときだけの問題

走行距離が「鉄橋の長さ－列車の長さ」となる問題で，この列車の長さをひくという状況がつか

めない生徒がかなりいます。

しかし，列車の先頭の１点に注目させ，その動きを追わせると納得できるようです。

鉄橋の問題－算数の問題で考え方を学ぶ（第Ⅲタイプ）

(3) 列車が鉄橋を渡り始めてから鉄橋をでる瞬間までの問題

このタイプの問題では，走行距離は鉄橋の長さに等しいのですが，変に列車の長さがどうのこう

のという使う必要のない攪乱条件が与えられるとおどおどする生徒が出ます。

等々。

鉄橋の長さに列車の長さをたすことも，ひくことも，無視することもあります。

こうした多用な状況設定が可能であることが生徒を混乱に陥れています。

だから，これらの攪乱的条件に左右されないで鉄橋の問題を解決できる考え方を生徒に与えてあ

げる必要があります。

線や面の動きは，点の動きとして追うという思考方法です。

（これもきわめて基礎的で応用範囲の広い一般的な思考技術です。基礎的ということは，数学的

能力の重要な構成部分であるということを意味します。）

鉄橋の問題－連立方程式で解く

このようなことを考慮して，連立方程式の「鉄橋の問題」を解く学習プログラムを作成してみま

した。

■Ï●■【 まちがいをさせない教材 】■●Ì

連立方程式 №２６ 連立方程式の応用 ■鉄橋の問題■ クリック
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鉄橋の問題が解けるようになる数専ゼミの数学教室です。

数専ゼミ・山形東原教室
〒９９０－００３４ 山形市東原町二丁目１０番８号

ＴＥＬ：（０２３）６３３－１０８６ ／ ＦＡＸ．（０２３）６３３－１０９４

メールアドレス： suusen@seagreen.ocn.ne.jp
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